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A fatal avalanche accident occurred at Mt. Jodo in Novemder, 2005 
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1.はじめに

ιIi Ji生昨は1:1 1 1 1 県と l剖＇Hi~－の県岐に｛立1r1＇.し、冬-f- ＇よ公・ ＇ iの

ため心：ち人ることはできなt、その長・ 1；ぷi)！立、 ・IJJド旬に

なると.＇.I.¥；~iiアルペンルートの’V慢の映像がメディ アにとりさ

たされるほどである。欽＂＂米、 IL山述。f.！立山Iiiスキー、ス

ノーボード愛好家の川でり1Ji1↑I）を楽しむ111として人気のある

エリアである。1'1:111 J主的は！！.＇，;;1；アルペンルートなどを仰い、

山山f!!ljと1.i:9!ffllijから行劾にアクセスすることができる。また

1(1 i(J胞ぷもプC'.たしている。lI JJ の ｜；年’ i ；により i~；·わじ llf能となる

ため、このエリアには多くのスキーヤ一、スノーボーダーが

訪れる

ゾJ、1i:1 1 11，~J jJlでは過去に56f' I：の’引釘 •Ji.放が'JM＇.してねり、

250~うが亡くなっている。 そのうら l I ）］に発＇I：：した·1 1JM ’J~~~

は5('I:で1r.が死亡しており （200-1.利jjl)、初冬でも・11Ji1lが
1£11＝.する11ffiE怜の，：＇：jt、地械である3

-i.: mは、，i:iI 1 i主幹のゆ ｜てIiiで、2005'.f11川：こ起きた’1iJl1i死
亡事故の.fJUJ,'； に託行の一人が），1 ;- {1わせ、 Hi・ •；·ttrr 1(tj制il!IJ'.'tの，，¥'j

1f.を行ったことから、そのは裂をj主宇f{として十Ii；守するもので

あゐ そのjl託銀を縦；与するのこの’＇i'iiti· ］ ~~｛，（ ！之、、1－：成 1 8"1＇·＇~＇ 1i

で ！JJi ~E した勺ii1i 災；r；.のし、わ！；！＇.＇ 1ili触れで、あ ったとも ，1・えようり

図－ I 11E山からみた浄土山と雪崩発生地点の状況
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2.事故概要

3.雪崩発生までの気象状況
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Jじアルブス~fl ケ l/;-llil1'i (3 l80m）で仰il!IJ ~ ).Lている主¥i：口Ill、J』礼Ir『l、

-71一



日
自
主
具
明
器
巴

o. 8 

0. 0 

0. 2 

μ 

娼
；庶

-5 

-20 

一注
Z
Z

一kd
J
F
7白’
H

一
krzz

一偉
Z
Z

一
足
J
F
m

∞

一注
Z
Z

一注
Z
Z

一注

vzz

一区

zz
i
z
z
 

一注
Z
Z

一区
Z
Z

一言
Z
Z

一注
Z
Z

一注
Z
正
zz

一区
Z
Z

一
言
∞
的

一注
Z
Z

一

的
一言
2
2

亘
zz

一注

zz

－注
Z
Z

一注
Z
Z

「
完句

nv

日温多風向

::I.ls 15 
摺
画
10 

槍ヶ岳山頂の気愈の推移

たき、最後に腕を振り下ろして10回叩く合計30回のうちの13

四日で破断したという意I！主であるc

またハンドテストで民．入j立を調べたところ、新雪層はいず

れも挙が入る程度の柔らかい雪であった。あられの層には拳

は入らず、 4本指が入る程度の貫入度であったが、手に取っ

てみると粒子同士の結合は弱く、バラバラに崩れた。

なお、雪崩発生斜而は吹きだまり斜而で雪崩発生前にはふ

きだまりがあったと考えられる。。

風速、日射量のデータをもとに、地上天気l~I と立山の山岳ガ

イドの証言から雪崩発生日までの気象状況を推定した。愉ヶ

岳山頂での気象の推移を図ー3に示すc

11月5日に低気圧が日本付近を東進し、通過後10日までに

まとまった降雪があった。その降雪が根雪となり、 12日から

20日まで降雪が続いた。その後21日の午前中は晴れ、 21日夕

方から24日昼まで降雪が続いた。槍ヶ岳の気温は11月に 0℃

を上回る日は3日のみであった。立山の山岳ガイドの話によ

ると、例年よりも降りだした日は遅かったが、積雪最は多い

ことがわかった。
5.雪崩発生原因の推定

本事故の発生の直接的な原因は、積雪内部に存在したあら

れの弱層に、斜面に同時に滑り出したスキーヤーの荷重が更

に加わったことによると考えられる。

あられは普通の雪結晶と異なり接触点が少なく、大きな隙

聞ができるoあられ層の圧密は進まず長時間弱層として積雪

内部に存在する。そのため上戦荷重の増加により容易に掠断

破壊される。一般的にあられは寒冷前線が日本付近を通過す

る際に発達した積乱雲から降ってくることが多い。地上天気

図からも北陸地方を寒冷前線が通過したのは11月21日である

ことがわかる (l~J-6 ）。また、 7吉 Ill地方気象台の観iJIIJ によれ

ば11月21日の夕方から22日未明にかけて雷雨が観測されてお

り、大気は非常に不安定な状況であった。本事故の原因と

なったあられ層はこのときに形成されたと考えられる。

その後、冬型の気圧配置となって、｜時雪が統いた。降雪中

は北北西の風が卓越していたため（悶－ 3）、雪崩発生斜面は

吹きだまりとなり、あられ周の｜二に新雪が50cm堆積した。新

宮の密度を0.lg/cm 3とし、あられの却断強度の測定結果

(2005，山野井）を用いて降雪・2El後の抑断強度を300Paとす

4.発生直後の積雪状況

この雪崩事故が発生した直後の11月24日11時30分頃に発生

地点付近（図－ 1・2参照、傾斜約30。）で積雪断面観測を

行った（図－ 4）。観測項目は積雪i菜、層構造、粒径、雪j晶、弱

層テスト、貫入度である。積雪深は80cmで、そのほとんどが

新雪であった。積雪表面より47cm下に粒径約3mmの顕著な

あられの層が厚さ 3cmで存在していた。この積雪全体に対

してシャベルコンプレッションテストをfiったところ、 CT

M(l3）のときに、あられの層で破｜析した。これ以外には顕著

な破断層はなかったため、このあられの層を弱層と判断したo

積雪内部のあられを取り出して手袋の上に広げた様子を凶－

5に示す。

ここで言うシャベルコンブレッションテストとは、積雪・を

シャベルの巾で角柱を切り出し、シャベル面を使い角柱をJ二

から一定のガイドラインにしたがって叩き、弱層を抑断させ

る弱層テストの一方法である。CTM(13）とはシャベルを叩

く際に、まず手首のスナップで10回、次に肘を始点に10回た
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図－5 積雪内部から取り出し手袋の上に載せたあられ粒子

11月21日 18時

図－6 寒冷前線通過時の地上天気図

11月22日 18時

ると、積雪断面観測の結果からあられ層の積雪安定度SIは

1. 5と推定された。つまり雪崩発生当時の積雪状態は非常に

不安定であったと考えられる。カナダではSIが1.5以下のと

きを雪崩発生の基準としているcその不安定な積雪にスキー

ヤーによる上載荷重が加わって雪崩が引き起こされたと結論

できるc

6.事故の問題点

本事故の問題点は山岳滑走時の行動にある。通常、山岳地

でのスキー、スノーボードでの滑走は雪崩に巻き込まれる人

数と上載荷重を最小限に抑えるため一人ずつ滑り、滑走者の

安全が保たれる場所へ辿り着いた後、また一人滑り出す方法

を用いることが多い＝本事故は同時に複数人の滑走者が巻き

込まれていることを考えると、 lつの斜面を複数人で同時に

滑っていたと考えられる。このようなケースは、雪崩が発生

したときの埋没者が増えると同時に、セルフレスキューと呼

ばれるグループ内での初動捜索をする際の人員不足を招くほ

か、雪崩ビーコンを使用した捜索や怪我の応急処置などの救

助活動能力を低下させるといえる。

そして、一番の問題点は、吹雪や降雪直後の吹きだまり斜

面への侵入は非常に危険なため避けるべきだ、ったことであるD

今後は、ブームとなっている山岳滑走に対し、降雪中の滑走

の危険性などを訴えるような講習会などの開催が必要だと考

えられる。また、立山の室堂周辺で雪崩の危険性が高い日に

は、冬季閉鎖になるまで常駐している富山県警山岳警備隊や

各宿泊施設などが、雪崩の危険性を発信していくことができ

るようになれば行動計画の参考になるだろう。
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